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「たべものなんて、こんなに たくさんある。 
 うたを うたって のんびり すごせば たのしく すごすことが できるのに。」
けっきょく きりぎりすは、 なつの あいだ まいにち まいにち バイオリンを ひいて 
たのしく すごしました。

どんどん さむくなって きて あきも おわりが ちかづいて きました。
ありたちのすは、 たべもので いっぱいに なっていました。

きりぎりすは いっしょうけんめい 
ありが はたらいていることが、 
ふしぎで たまりませんでした。

きりぎりすは いっしょうけんめい 
ありが はたらいていることが、 
ふしぎで たまりませんでした。
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やがて あきに なりました。
きりぎりすは あまくて おいしい くだものを たべたりしながら、
ますます とくいの バイオリンを かなでました。
ありたちは まだ がんばって はたらいています。

「あのときの ありさん じゃないか。 
 ちょっと やすんで ぼくと おんがくを たのしもうよ。」
ありは、 せっせと たべものを はこびながら いいました。
「いえいえ、 ぼくたちは まだまだ たべものあつめに いそがしいんです。ふゆは ながいんですよ。」

「ありがとうございます。これからは あそんで ばかり いないで ちゃんと はたらきます。」
きりぎりすは ボロボロと なみだを ながしながら 
なんども なんども ありたちに おれいを いいました。

きょうも あさから よい てんき です。
ありたちが せっせと たべものを はこんで います。

ありに きづいた きりぎりすは、 バイオリンを ひきながら こえを かけました。ありに きづいた きりぎりすは、 バイオリンを ひきながら こえを かけました。



123

105

なかからは おいしそうな においが ただよってきます。
そこは はたらきものの ありの いえ でした。
きりぎりすは ふらふらと ちかづいて ドアを たたきました。
「こんばんは。なにか たべものを わけて ください。」

すると いっぴきの ありが こたえました。
「ふゆに なると たべものが なくなるから いまのうちに たべものを あつめて おくんです。」

ながい ながい ふゆが やってきて、 さむさも ずいぶん きびしく なりました。
もりには たくさんの ゆきが つもりました。
なつの あいだ たくさん あった きのみ、あきに みのった あまい くだもの など 
すっかり なくなって しまいました。

きりぎりすは すこし ばかに したように いいました。
「きりぎりすさん、なつの ほうが たべものが たくさん あるんですよ。」
ありが きりぎりすを あいてに しないので、 きりぎりすは また こかげで やすみ はじめました。

「おいおい、ありさん。 あきに なって すずしくなってから はたらけば いいじゃないか。
 だいじょうぶ。 それからでも まにあうさ。」
「おいおい、ありさん。 あきに なって すずしくなってから はたらけば いいじゃないか。
 だいじょうぶ。 それからでも まにあうさ。」
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その ようすを すずしい こかげから みていた きりぎりすが いいました。
「ありさん ありさん、 きょうも いそがしそうだね。
 こんなに あついのに どうして そんなに はたらくの？」

ありたちは わらいました。
けれども、 あわれな きりぎりすの すがたを みて、いっぴきの ありが いいました。
「しかたない。すこし たべものを わけて あげよう。」

それを きいた きりぎりすは いいました。
「ふゆまで まだまだ じかんが あるじゃないか。 
 ぼくと いっしょに うたって たのしく あそぼうよ。」
きりぎりすが どんなに さそっても、 ありたちは もくもくと はたらき つづけました。

「ああ、さむい。おなかが すいた…。」
きりぎりすが ふらつきながら ゆきの なかを あるきつづけて います。
「どうしよう。このままでは こごえて しまうよ…。」
やがて、きりぎりすは ちいさな いえを みつけました。

すると、なかから ありが でてきて いいました。
「ああ、あなたは あのときの きりぎりすさん ですね。
 きみは なつも あきも ずっと うたって あそんで くらしていたよね。」

すると、なかから ありが でてきて いいました。
「ああ、あなたは あのときの きりぎりすさん ですね。
 きみは なつも あきも ずっと うたって あそんで くらしていたよね。」


